
P284 日本教育心理学会第 回総会発表論文集（ 年）

中学校における教師の指導態度，学級風土認知，
およびアサーション生起の関係

小嶋佳子（愛知教育大学）
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高橋（ ）は，学級場面におけるアサーショ

ン研究の課題の一つとして，環境（学級風土）の

認知が社会的情報処理を経てアサーション生起に

至るまでの過程が明らかになっていないことをあ

げた。そして，中学生では「教師への親近感」の

好意的な認知によるアサーション生起への影響は

みられないことを示した。この結果に関して高橋

（ ）は，中学生では教師の影響が減少するこ

とにふれていた。しかし，「教師の親近感」には教

師の受容的な指導態度とみなせるような項目と

「罰」（三島・宇野， 参照）とみなせるような

項目が混ざっていたことも，この結果の原因の一

つではないだろうか。「教師の親近感」を教師の指

導態度の認知ではなく，学級風土認知の一部とし

て分析していたことも関係があるかもしれない。

すなわち，「教師の親近感」は学級風土の一部とし

てアサーション生起に影響するのではなく，学級

風土認知と社会的情報処理を経てアサーションに

影響する可能性がある。そこで本研究では，中学

生を対象に，社会的情報処理モデルの枠組みを踏

まえて，教師の指導態度が学級風土認知を介して，

アサーション生起に至る過程を検討する。

方 法

調査対象者 中学 ― 年生 名。

手続き 質問紙調査を行った。調査は学級単位で

実施し，対象者のペースで回答してもらった。質

問紙には， 教師の指導態度， 学級風土認

知， 社会的情報処理・アサーション生起の各

尺度を綴じた（ は三島・宇野（ ）の「受

容・親近」「自信・客観」の項目の表現を修正し

て使用。 は高橋（ ）の学級風土認知項目の

うち，中学生のアサーション生起への影響が示さ

れた因子の項目をもとに作成。 は高橋（ ）

による尺度を使用。これは，席替えの仕方につい

ての担任教師の意見に対するアサーション場面と

級友の意見に対するアサーション場面のそれぞれ

における社会的情報処理とアサーション生起を測

定するものである）。

結果と考察

教師の指導態度は三島・宇野（ ）に基づき

「受容・親近」，「自信・客観」に項目を分け，得

点を算出した。学級風土認知は高橋（ ）に基

づき「学級の規律正しさ」（以下，学級規律），

「学級への満足感」（以下，学級満足），「学級活

動への関与度」（以下，学級関与）に項目を分け

て，得点を求めた。社会的情報処理とアサーショ

ン生起も，高橋（ ）に基づき得点化した。

次に，対教師，対級友の場面別に，教師の指導

態度を独立変数，学級風土認知と社会的情報処理

を媒介変数，アサーション生起を従属変数とした

共分散構造分析を行った。最終的に の

モデルを採用した。図に示したように，教師の受

容的で親しみやすい指導態度（「うれしいとき一

緒に喜んでくれる」，「話しかけやすい」等）も，

落ち着いていて客観的な指導態度（「いつも落ち

着いて堂々としている」「子どもが口答えや反抗

をしてもしっかり指導する」「子どもの意見を取

り入れてくれる」等）も，学級風土あるいは社会

的情報処理（主に目標の明確化の段階）を経てア

サーションに影響を及ぼしていた。

共分散構造分析の結果
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看護学臨地実習開始前における看護学生の
実習適応感と抑うつ状態との関連

○コウ ケイホウ（関西大学大学院） 脇田貴文（関西大学）
藤岡 慧＃（関西大学大学院）
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問題と目的
看護学生の看護学臨地実習（以下，実習）において

の適応を考えていく場合には，他者が判断する適応だ

けでなく，看護学生が抱く気持ち（主観）を優先する

ことが大切である。そこで筆者は，看護学生の実習に

おける適応感を検討するために，実習適応感の概念検

討を行った。その中で，看護学生は実習前から実習を

意識し，学内とは異なる気持ちを抱いていることが示

された。また，諸外国に比べ日本は，看護学生が実習

の不安からうつ病の罹患率が高いことが示されている

（ ）。以上から，本研究で

は看護学生の実習開始前に着目し，看護学生の実習適

応感と抑うつ状態との関連を検討する。

方 法
調査対象者 看護学生 ・ ・ 年生 名。

質問紙 実習適応感に関してはオリジナルの実習前実

習適応感尺度，抑うつ状態に関しては の日本

語版（島ら， ）を用いて測定した。

結果と考察
実習前実習適応感尺度に関して，因子構造を確認す

るために因子分析（最尤法，プロマックス回転）を行

った。また，各下位尺度の信頼性係数の推定値として

’s αを求めた。実習前実習適応感尺度で

は，「実習前の心身の不調」，「実習前のサポート資

源」，「実習前の予期不安」「実習前のやりがい」の 因

子が見出された（ ）。α係数は， ～ であ

り，尺度の項目得点の合計の平均値を尺度得点として

求めた。

次に， 得点のカットオフ値を 点とし，抑う

つ状態低・高群に分類した。実習前実習適応感の つ

の尺度得点を従属変数，抑うつ状態低・高群を独立変

数とし， 検定を行った（ ）。結果，「実習前

の心身の不調」においては，抑うつ状態高群のほうが

有意に高かった（ ）。

「実習前のサポート資源」においては，抑うつ状態低

群のほうが有意に高かった（

）。「実習前の予期不安」においては，抑うつ状態

高群のほうが有意に高かった（

）。「実習前のやりがい」においては，抑うつ状態

低群のほうが有意に高かった（

）。これは，実習前において，看護学生の抑うつ

状態の低・高によって実習への適応感が異なることが

示された。看護学生の抑うつ状態が低いほど，実習前

に看護学生がサポート資源を得られていたり，やる気

がみられたりと実習適応感のポジティブな側面に関係

し，実習前から心身の不調があったり，予期不安であ

ったりするほど実習適応感のネガティブな側面に関係

していることが示された。以上から，特に実習前に抑

うつ状態が高い看護学生に関しては，個々の変化に注

意し，個々の状況に応じた対応が必要になってくると

考えられる。
実習前実習適応感尺度の因子分析

低・高群による実習前実習適応感の相違
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第1因子 第2因子 第3因子 第4因子

第1因子：実習前の心身の不調（α= .79）
　普段より体調がすぐれないように感じる　
　実習のことを考えると寝つきが悪くなる　
　実習のことを考えると精神的に余裕がなくなる　
　孤独感がある　
第2因子：実習前のサポート資源（α= .85）
　頼れる人が身近にいる　
　私の身近には私を十分理解してくれる人がいる　
　サポートが欲しい時に十分なサポートが受けられている　
第3因子：実習前の予期不安（α= .73）
　実習場の看護師との関係を築くことが非常に不安である　
　患者との関係を築くことが不安である　
　実習がとても不安である　
第4因子：実習前のやりがい（α= .69）
　実習でしかできない経験を積極的にしたい　
　実習に向けて，事前学習をしている時にやりがいを感じる　
　実習で楽しみにしていることがある　
　学内演習で学んだ看護技術を，実習で実践できるよう準備している　

因子間相関 第1因子 第2因子 第3因子 第4因子
第1因子 ‐
第2因子 ‐
第3因子 ‐
第4因子 ‐

低群 高群

心身の不調

低群 高群

サポート資源

低群 高群

予期不安

低群 高群

やりがい
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